
きりとり

）
り
折
山
（

時代の変化に対応し
だれもが輝き

ともに創るまち“日野”

郵送の場合はこの用紙を切り離し、
次の通り封書を作ってください。

①きりとり線（点線）に
沿って切り、中央を山
折りにします。

②のりしろにのりをつけ
て貼りあわせ、封書を
作ります。

③切手を貼らずにそのま
まポストへ投函してく
ださい。

0504

料金受取人払郵便

差出有効期限
令和 6年 3月
31日まで

近江日野郵便局
承　　認

切手を貼らずに
お出しください

5 2 9 1 6 9 0

地
番
１
目
丁
一
原
河
町
野
日

場
役
町
野
日

」
案
提
の
へ
り
く
づ
ち
ま
い
よ
み
住
「

係  
行

【お願い】
○提案に対する回答を郵送させていただきますので、氏名・
住所（番地まで）を必ずお書きください。
　名前や番地の記載がない場合などは、匿名扱いとなり、お
返事できませんので、ご了承ください。
○広報掲載の封書以外で提出いただく場合は、タイトルに
「住みよいまちづくりへの提案」と記載してください。
○寄せられた提案は、町長はじめ担当課職員が熟読させてい
ただきます。できる限り町政にいかせるよう、充分に検討
したうえで回答させていただきますので、回答までに時間
がかかることがあります。
○特定の個人や団体の誹謗、中傷するものなど、内容によっ
ては回答できないものがあります。
○お寄せいただいた提案は、「広報ひの」に掲載させていただ
く場合があります。その際に氏名の掲載はいたしません。
○担当課ですぐにお答えできるような質問については、電話
でお答えする場合もあります。

◆提案・問い合わせ先
企画振興課　秘書広報担当
☎0748-52-6550　FAX 0748-52-2043
E-mail  kouhou@town.shiga-hino.lg.jp

あなたのアイデア・
メッセージを
お待ちしています

住みよいまちづくりへの提案
アイデア・メッセージをお待ちしています

きりとり

　皆さんからのアイデアやメッセージをいただき、
まちづくりにいかし誰もが住みやすいまちにしてい
くため、皆さんの「声」をお待ちしています。

●「住みよいまちづくりへの提案」をお寄せいただく
ための封書を下部に掲載しています。

●こちらに掲載している封書に限らず、電話・ハガキ・
FAX・E-mailなどで受け付けていますので、ご意見
をお寄せください。

とう かん

ひ  ぼう

歴
史
は
未
来
の
羅
針
盤

温
故
知
新

大
字
北
畑

　
日
野
町
の
東
端
に
位
置
す
る
大
字
北
畑
は
、

北
は
奥
師・西
明
寺
、南
は
熊
野・蔵
王
と
接
し
、

町
内
最
高
峰
で
あ
る
綿
向
山
を
含
む
、
東
西

に
大
き
く
伸
び
る
地
域
で
す
。
綿
向
山
の
山

頂
に
は
大お

お
だ
け嵩
神
社
が
あ
り
、
綿
向
山
信
仰
の

中
心
と
し
て
広
く
崇す

う
け
い敬
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
北
畑
の
地
名
の
由
来
は
、
か
つ
て
馬う

ま

見み

岡お
か

綿わ
た
む
き向
神じ

ん
じ
ゃ社（
村
井
）の
氏う

じ

子こ

圏け
ん

で
あ
っ
た
熊

野
・
蔵
王
・
北
畑
が
三
畑
と
称
さ
れ
、
三
畑

の
う
ち
北
側
に
位
置
す
る
こ
と
が
由
来
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た「
日
本
書
紀
」に
お
い
て
、

の
ち
の
雄ゆ

う

略り
ゃ
く

天
皇
で
あ
る
大お

お

泊は
つ

瀬せ
の

皇み

こ子
が
、

兄
の
市い

ち
の
べ
の辺
押お

し
は
の磐
皇み

こ子
を
討
っ
た「
来く

田た

綿わ
た

の

蚊か

や

の

帳
野
」が
当
地
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
こ
の

「
来
田
綿
」が
変
化
し
た
と
さ
れ
る
説
も
あ
り

ま
す
。

　
当
字
の
鎮ち

ん
じ
ゅ守
で
あ
る
八は

ち
ま
ん幡
神
社
の
ほ
か
、

山
岳
信
仰
と
関
わ
り
の
あ
る
佐さ

く

な

ど

久
奈
度
神

社
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
綿わ

た
む
き
さ
ん
ろ
く

向
山
麓
の
接
触
変
質
地
帯
」な
ど
、
綿
向

山
の
豊
か
な
自
然
に
抱
か
れ
た
、
歴
史
を
伝

え
る
重
要
な
地
で
す
。

八
幡
神
社
の
文
化
財

　
北
畑
の
集
落
北
西
に
位
置
す
る
八
幡
神
社

に
は
、
町
指
定
を
含
む
複
数
の
文
化
財
が
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
37（
１
９
６
２
）年
に
町
指
定
文
化

財
と
な
っ
た
石
造
宝ほ

う

篋き
ょ
う

印い
ん
と
う塔
は
、
総
高

１
４
８・
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
切
石
の

基
壇
上
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
笠
の
一
部
に

欠
損
が
あ
る
も
の
の
、
相そ

う

輪り
ん

ま
で
完
存
す
る

立
派
な
宝
篋
印
塔
で
す
。
こ
の
塔
に
は
銘
文

が
刻
ま
れ
て
お
り
、
正し

ょ
う

安あ
ん

元（
１
２
９
９
）年

の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

数
多
く
石
塔
が
伝
わ
る
町
内
で
も
、
最
古
の

石
塔
の
一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、注
目
す
べ
き
点
と
し
て「
村
人
敬
白
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

村
民
の
願
い
か
ら
造ぞ

う

立り
ゅ
うさ
れ
た
こ
と
を
示
す

こ
の
銘
文
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
に
は
北
畑

の
集
落
の
原
形
が
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
、
村
民
の
あ
つ
い
信
仰
と
、
地
域
の
結
束

力
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
八
幡
神
社
に
は
八
幡
神
の
本
地
仏

で
あ
る
阿あ

み

だ

弥
陀
如に

ょ
ら
い来
像
が
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
神
と
仏
は
一
体
で
あ
る
と
い
う

神
仏
習
合
の
考
え
に
よ
っ
て
、
多
く
の
仏
像

が
神
社
で
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治

時
代
の
神
仏
分
離
令
に
よ
っ
て
廃は

い

仏ぶ
つ

毀き

釈し
ゃ
くが

進
む
と
、
神
社
の
中
か
ら
仏
教
色
が
失
わ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
八
幡

神
社
で
は
阿
弥
陀
如
来
を
そ
の
ま
ま
神
像
と

し
て
残
し
て
お
り
、
今
に
神
仏
習
合
の
名な

ご
り残

を
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。

綿
向
山
麓
の
接
触
変
質
地
帯

　
綿
向
山
の
麓
に
は
、
変
質
岩
と
呼
ば
れ
る

岩
石
が
露
出
し
た
場
所
が
あ
り
、
こ
の
一
帯

が「
綿
向
山
麓
の
接
触
変
質
地
帯
」と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
変
質
岩
と

は
、
白
亜
紀（
１
億
４
５
０
０
～
６
６
０
０
万

年
前
）に
、
石
灰
岩
と
粘ね

ん
ば
ん
が
ん

板
岩
に
マ
グ
マ
が

接
触
し
た
際
に
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て

性
質
が
変
化
し
た
岩
石
で
す
。
大
理
石
や

珪け
い
か
い
せ
き

灰
石
・
ザ
ク
ロ
石
な
ど
の
接
触
鉱
物
が

作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
変
成
に
よ
る

典
型
的
な
接
触
鉱
物
が
確
認
で
き
、
地
質

学
的
に
貴
重
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
17

（
１
９
４
２
）年
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

日
野
歴
史
探
訪

　
私
た
ち
の
住
む
日
野
町
に
は
、
52
の
大
字
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
温
故
知
新
で
は
、
町
内
各
大
字
の
歴
史
と
代
表
的
な
文
化
財
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館「
旧
山
中
正
吉
邸
」　
☎
0
7
4
8-

5
2-

０
０
０
８

（
八
幡
神
社
石
造
宝
篋
印
塔
）

（
綿
向
山
麓
の
接
触
変
質
地
帯
）
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時代の変化に対応し
だれもが輝き

ともに創るまち“日野”

郵送の場合はこの用紙を切り離し、
次の通り封書を作ってください。

①きりとり線（点線）に
沿って切り、中央を山
折りにします。

②のりしろにのりをつけ
て貼りあわせ、封書を
作ります。

③切手を貼らずにそのま
まポストへ投函してく
ださい。

0504

料金受取人払郵便

差出有効期限
令和 6年 3月
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お出しください
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地
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原
河
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野
日

場
役
町
野
日

」
案
提
の
へ
り
く
づ
ち
ま
い
よ
み
住
「

係  

行

【お願い】
○提案に対する回答を郵送させていただきますので、氏名・
住所（番地まで）を必ずお書きください。
　名前や番地の記載がない場合などは、匿名扱いとなり、お
返事できませんので、ご了承ください。
○広報掲載の封書以外で提出いただく場合は、タイトルに
「住みよいまちづくりへの提案」と記載してください。
○寄せられた提案は、町長はじめ担当課職員が熟読させてい
ただきます。できる限り町政にいかせるよう、充分に検討
したうえで回答させていただきますので、回答までに時間
がかかることがあります。
○特定の個人や団体の誹謗、中傷するものなど、内容によっ
ては回答できないものがあります。
○お寄せいただいた提案は、「広報ひの」に掲載させていただ
く場合があります。その際に氏名の掲載はいたしません。
○担当課ですぐにお答えできるような質問については、電話
でお答えする場合もあります。

◆提案・問い合わせ先
企画振興課　秘書広報担当
☎0748-52-6550　FAX 0748-52-2043
E-mail  kouhou@town.shiga-hino.lg.jp

あなたのアイデア・
メッセージを
お待ちしています

住みよいまちづくりへの提案
アイデア・メッセージをお待ちしています

きりとり

　皆さんからのアイデアやメッセージをいただき、
まちづくりにいかし誰もが住みやすいまちにしてい
くため、皆さんの「声」をお待ちしています。

●「住みよいまちづくりへの提案」をお寄せいただく
ための封書を下部に掲載しています。

●こちらに掲載している封書に限らず、電話・ハガキ・
FAX・E-mailなどで受け付けていますので、ご意見
をお寄せください。

とう かん

ひ  ぼう

歴
史
は
未
来
の
羅
針
盤

温
故
知
新

大
字
北
畑

　
日
野
町
の
東
端
に
位
置
す
る
大
字
北
畑
は
、

北
は
奥
師・西
明
寺
、南
は
熊
野・蔵
王
と
接
し
、

町
内
最
高
峰
で
あ
る
綿
向
山
を
含
む
、
東
西

に
大
き
く
伸
び
る
地
域
で
す
。
綿
向
山
の
山

頂
に
は
大お

お
だ
け嵩
神
社
が
あ
り
、
綿
向
山
信
仰
の

中
心
と
し
て
広
く
崇す

う
け
い敬
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
北
畑
の
地
名
の
由
来
は
、
か
つ
て
馬う

ま

見み

岡お
か

綿わ
た
む
き向
神じ

ん
じ
ゃ社（
村
井
）の
氏う

じ

子こ

圏け
ん

で
あ
っ
た
熊

野
・
蔵
王
・
北
畑
が
三
畑
と
称
さ
れ
、
三
畑

の
う
ち
北
側
に
位
置
す
る
こ
と
が
由
来
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た「
日
本
書
紀
」に
お
い
て
、

の
ち
の
雄ゆ

う

略り
ゃ
く

天
皇
で
あ
る
大お

お

泊は
つ

瀬せ
の

皇み

こ子
が
、

兄
の
市い

ち
の
べ
の辺
押お

し
は
の磐
皇み

こ子
を
討
っ
た「
来く

田た

綿わ
た

の

蚊か

や

の

帳
野
」が
当
地
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
こ
の

「
来
田
綿
」が
変
化
し
た
と
さ
れ
る
説
も
あ
り

ま
す
。

　
当
字
の
鎮ち

ん
じ
ゅ守
で
あ
る
八は

ち
ま
ん幡
神
社
の
ほ
か
、

山
岳
信
仰
と
関
わ
り
の
あ
る
佐さ

く

な

ど

久
奈
度
神

社
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
綿わ

た
む
き
さ
ん
ろ
く

向
山
麓
の
接
触
変
質
地
帯
」な
ど
、
綿
向

山
の
豊
か
な
自
然
に
抱
か
れ
た
、
歴
史
を
伝

え
る
重
要
な
地
で
す
。

八
幡
神
社
の
文
化
財

　
北
畑
の
集
落
北
西
に
位
置
す
る
八
幡
神
社

に
は
、
町
指
定
を
含
む
複
数
の
文
化
財
が
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
37（
１
９
６
２
）年
に
町
指
定
文
化

財
と
な
っ
た
石
造
宝ほ

う

篋き
ょ
う

印い
ん
と
う塔
は
、
総
高

１
４
８・
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
切
石
の

基
壇
上
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
笠
の
一
部
に

欠
損
が
あ
る
も
の
の
、
相そ

う

輪り
ん

ま
で
完
存
す
る

立
派
な
宝
篋
印
塔
で
す
。
こ
の
塔
に
は
銘
文

が
刻
ま
れ
て
お
り
、
正し

ょ
う

安あ
ん

元（
１
２
９
９
）年

の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

数
多
く
石
塔
が
伝
わ
る
町
内
で
も
、
最
古
の

石
塔
の
一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、注
目
す
べ
き
点
と
し
て「
村
人
敬
白
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

村
民
の
願
い
か
ら
造ぞ

う

立り
ゅ
うさ
れ
た
こ
と
を
示
す

こ
の
銘
文
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
に
は
北
畑

の
集
落
の
原
形
が
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
、
村
民
の
あ
つ
い
信
仰
と
、
地
域
の
結
束

力
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
八
幡
神
社
に
は
八
幡
神
の
本
地
仏

で
あ
る
阿あ

み

だ

弥
陀
如に

ょ
ら
い来
像
が
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
神
と
仏
は
一
体
で
あ
る
と
い
う

神
仏
習
合
の
考
え
に
よ
っ
て
、
多
く
の
仏
像

が
神
社
で
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治

時
代
の
神
仏
分
離
令
に
よ
っ
て
廃は

い

仏ぶ
つ

毀き

釈し
ゃ
くが

進
む
と
、
神
社
の
中
か
ら
仏
教
色
が
失
わ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
八
幡

神
社
で
は
阿
弥
陀
如
来
を
そ
の
ま
ま
神
像
と

し
て
残
し
て
お
り
、
今
に
神
仏
習
合
の
名な

ご
り残

を
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。

綿
向
山
麓
の
接
触
変
質
地
帯

　
綿
向
山
の
麓
に
は
、
変
質
岩
と
呼
ば
れ
る

岩
石
が
露
出
し
た
場
所
が
あ
り
、
こ
の
一
帯

が「
綿
向
山
麓
の
接
触
変
質
地
帯
」と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
変
質
岩
と

は
、
白
亜
紀（
１
億
４
５
０
０
～
６
６
０
０
万

年
前
）に
、
石
灰
岩
と
粘ね

ん
ば
ん
が
ん

板
岩
に
マ
グ
マ
が

接
触
し
た
際
に
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て

性
質
が
変
化
し
た
岩
石
で
す
。
大
理
石
や

珪け
い
か
い
せ
き

灰
石
・
ザ
ク
ロ
石
な
ど
の
接
触
鉱
物
が

作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
変
成
に
よ
る

典
型
的
な
接
触
鉱
物
が
確
認
で
き
、
地
質

学
的
に
貴
重
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
17

（
１
９
４
２
）年
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

日
野
歴
史
探
訪

　
私
た
ち
の
住
む
日
野
町
に
は
、
52
の
大
字
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
温
故
知
新
で
は
、
町
内
各
大
字
の
歴
史
と
代
表
的
な
文
化
財
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館「
旧
山
中
正
吉
邸
」　
☎
0
7
4
8-

5
2-

０
０
０
８

（
八
幡
神
社
石
造
宝
篋
印
塔
）

（
綿
向
山
麓
の
接
触
変
質
地
帯
）
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